
 

 

 

 

２月４日 ☆愛知県知事が、「高齢者施設職員

への社会的検査実施」を表明！ 
☆国の「基本的対処方針」

変更（2/2）を受けて、よう

やく重い腰をあげる！？ 

＊詳細な説明はなく、１度

きりの検査かも？ 
 
 ２月４日愛知県大村知事は、記者会

見で、１月の高齢者施設での感染増、ク

ラスター発生などを受け、２月２日に

改正された、国の「基本的対処方針」に

おける「特定都道府県における高齢者

施設の従事者等の県亜の集中的実施計

画の策定、その後も感染状況に応じ定

期的に検査を実施」の方針に基づき、

「具体的実施方策を検討したい」と表

明しました。しかし、どの様な方策で具

体化するかまでは明らかにされず、「定

期的検査」実施の方針となるかは定か

ではありません！また、この間の愛知

県の施策は、名古屋市と中核市は対象

外（独自にやってほしい）としている事

項も多く、この社会的ＰＣＲ検査の実施

の範囲にも注視する必要があります。 

 この間、多くの自治体が「社会的検査」

の実施・予算化を具体化しており、例え

ば、「鳥取県」は、複数の感染者が発症し

た地域で、医療機関・福祉施設で利用者

と職員の面的「ＰＣＲ検査」を実施する

としています。「札幌市」は、３月から半

年間、月１回の「社会的検査」を「医療・

介護・福祉」施設労働者４万２千人対象

に実施の補正予算に計上しています。多

くの自治体が、「社会的検査」を躊躇する

背景に、費用負担問題があります。国は、

自治体負担分も補助金で支弁すると言

っていますが、仕組みが複雑であるとと

もに、使い勝手が悪く、全国から声をあ

げて、『全額国庫負担』の制度化を実現す

ることが必要です！ 
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